
第１章　調布市立学校の給食に関する基本的な考え方及び対応方針

１　マニュアルの位置づけ　　　
　　本マニュアルは，平成25年11月に策定した「取組方針」(資料1-1-1)及び｢食物アレルギー事故再発防止　重点的な取組｣(資料1-1-2)において，重点的な取組の一つに掲げた「除去食等の提供に関するマニュアルの策定」を具現化するものである。

　　平成26年４月に，ガイドラインを補足し，市立学校における年間を通した対応の流れや，調理から配食・配膳・喫食に至るまでの除去食等の提供に関する具体的な手順等について，対応の単純化と市内共通化，事故防止策の見える化を図り，学校現場で最低限必要となる対応等を示すマニュアルとして作成した。
　　平成29年３月に，文部科学省の対応指針（平成27年3月）を受け一部改訂を行い，今般，前回改訂以降の対応の改善を反映するため，再変の改訂を行った。
２　基本的な考え方・対応方針

　　調布市教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒が，他の子どもたちと同じように給食を楽しめることを目指し，食物アレルギー対応の学校給食を提供するとともに，児童・生徒への指導や保護者をはじめとする大人への啓発を進め，アレルギー発症の未然防止に留意し，学校給食における食物アレルギー事故の再発防止に努めることとする。


【学校給食に関する基本的な考え方】※取組方針より抜粋
１　調布市教育委員会は，給食施設，食物アレルギーのある児童・生徒の状況等に基づき，医師の指示に従い，対応可能な範囲で食物アレルギーの児童・生徒への給食を提供します。

２　調布市教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒へ，正しい診断に基づいた必要最小限の食物除去を行いながら，適切な栄養素の確保，生活の質を維持するよう配慮します。

３　調布市教育委員会は，食物アレルギーのある児童・生徒と他の児童・生徒が，発達段階に応じて，互いの違いを認め合い助け合う中で，みんなが同じように給食時間を楽しみ，食を通して成長していくことを目指します。

４　調布市教育委員会は，食物アレルギーについて正しい知識を身に付けるよう，学校の教職員等へ研修等を行うことはもとより，市民への啓発に努めます。

【基本的な対応方針】

各小学校の給食施設，食物アレルギーのある児童の状況等に基づき，医師の指示に従い，学校として対応可能な範囲で，食物アレルギーのある児童へ給食を提供する。

なお，中学校の給食は，親子方式（近隣小学校で給食をつくり中学校に提供する方式）であるため，食物アレルギーのある生徒は，各自で除去対応を行うものとする。
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